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本書について
　本書は、沖縄運輸局において平成 28 年度から令和３年度までに行われた合計６年分の自動車検査
員教習試験の内容をジャンル別にまとめたものです。
　ジャンルは大きく次の４つに区分してあります。
　第１章　基礎法令・整備関係法令（10区分）　　　第２章　検査関係（８区分）
　第３章　計算問題（６年分）　　　　　　　　　　 第４章　年度別試験問題（６年分）

　第１章と第２章については、過去の試験問題を更に細かく分類し、各項目ごとに「過去出題例」
を先に掲載し、その後に問題の法的根拠となる「関係法令」を掲載しています。
　過去の試験問題の出題パターンは次の３つに分類できます。
　①○×式…設問が適切な場合は○、不適切な場合は×を記入する。
　② 選択式…問題文の空白部分に当てはまる適切な字句を選択肢から選んで記号で記入する。
　③ 記述式…問題文の空白部分に当てはまる適切な字句又は数値を記入する。
　　　　　　本書では、○×式はそのまま、穴埋め問題については全て記述式としました。

　各問題文の最後には試験年度を記載してあります。［H30］であれば、平成30年度の試験問題であ
ることを示します（Hは平成、Rは令和を示しています）。また、［R1/H30］のように、併記してい
る場合は、令和元年度と平成30年度に同一問題が出題されていることを示します。
　［H30改］など「改」と記載があるものは、試験実施後に改正があった部分について、改正後の
法令に合うように問題文に手を加えていることを示します。なお、本書は目次の《法令の改正》に
示した時点の法令を基準としています。
　関係法令については、原文のまま掲載すると分量が相当多くなるほか、そのままでは理解しにく
いため、編集部で一部、手を加えている部分があります。また、保安基準については、「細目告示」
と「審査事務規程」の２つの法令がありますが一部を除き、本書では「審査事務規程」を取り上げ
ています。基本的に、問題文に対応した法令を抜粋して掲載していますが、過去に出題されたこと
があり、かつ重要な項目については参考として、部分的に掲載しています。また、特に注釈がない
限り、乗用自動車の基準をまとめています。

　第３章では、「ブレーキ制動力」の計算問題について、計算式を示し、わかりやすく解説しています。

　第４章の年度別試験問題は、平成29年度から令和４年度までに行われた合計６年分の問題を年度
ごとにまとめてあります。「模範解答」には正解と、問題の法的根拠となっている法令名及び条項を
記載しています。また、計算問題については省略しています。第３章の該当年度の問題を参照して
ください。

　保安基準は、自動車の製作年月により適用規定が異なるなど、わかりにくい部分が多々あります。
本書に併せて公論出版発行の「自動車検査ハンドブック令和５年版」（定価2,200円）及び保安基準
及び審査事務規程の原文をまとめた「保安基準と審査事務規程〔原文〕令和５年版」（定価3,000円）
をご活用ください。

　法令改正について：基本的に現行の法規集に従い、目次の《法令の改正》に示した時点での法令
に対応しています。したがって、それ以降の法令改正については、ご注意ください。
　また、本書に訂正箇所が生じた場合、弊社ホームページにて内容を掲載致します。お手数ですが
そちらをご確認ください。⇒ https://kouronpub.com（または " 公論出版 " で検索）

令和５年８月　編集担当：服部
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第３章　計算問題

１．ブレーキ制動力（その他保安基準適合性の判定）
１ 制動力の判定基準の単位

①制動力の判定基準では、単位に「N/kg」が使われている。この単位について解説する。
② 「N」は力の単位である。１Nは、質量１kgの物体に１m/s２の加速度を生じさせる力と定義され

ている。地球の重力加速度は約9.8m/s２であることから、質量１kgの物体に作用する重力は、１kg
×9.8m/s２＝9.8Nということになる。

③ 一方、「kg」は質量の単位である。自動車については、前軸重や後軸重、自動車の重量の単位に使
われている（重量の単位は慣習的に「kg」が使われている）。

④ 判定基準の「N/kg」は、重量あたりの制動力ということになる。例えば、１N/kgは重量１kgあた
り１Nの制動力であることを表している。仮に自動車の重量が1,000kgであるとすると、制動力は
1,000Nとなる。この値がどの程度の大きさであるのか、判断する際の目安となるものに、自動車
の重力がある。仮に自動車の制動力と重力が等しいとすると、重量１kgに作用する重力は9.8Nで
あることから、制動力の割合は9.8N/kgとなる。

⑤ 自動車の重量に対する制動力の総和の割合は「4.90N/kg」と定められている。9.8N/kgを基準とす
ると、50％ということになる。同様に他の割合「3.92N/kg」「1.96N/kg」「0.98N/kg」「0.78N/kg」は、
9.8N/kgのそれぞれ40％、20％、10％、８％となる。

⑥ 制動力の判定基準に「N/kg」を使うことで、重量に応じて一定割合以上の制動力を備えなければ
ならない。

１．ブレーキ制動力
　　　　　（その他保安基準適合性の判定）

１． 制動力の判定基準の単位………………… 144…
２． 制動力の判定基準値……………………… 145…

２．過去出題例と解説
１． 令和…4…年度第１回　問題… …………… 146…………
２． 令和…3…年度第１回　問題… …………… 151……
３． 令和…２…年度第１回　問題… …………… 156……
４． 令和…元…年度第１回　問題… …………… 161……
５． 平成30年度第１回　問題… …………… 166……
６． 平成29年度第１回　問題… …………… 171……
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第４章　年度別試験問題
1．令和 ４ 年度　自動車検査員教習試験問題   177

2．令和 ３ 年度　自動車検査員教習試験問題   187

3．令和 ２ 年度　自動車検査員教習試験問題   197

4．令和 元 年度　自動車検査員教習試験問題   207

5．平成 30 年度　自動車検査員教習試験問題   215

6．平成 29 年度　自動車検査員教習試験問題   223


